
1999年出上の木簡

い
は
上
端
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
コ
一月
」
の
上
に
文
字
が
あ
り
、
「年
」
あ

る
い
は

「十
」
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
「便
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。
②
は
下
端
が
欠
損
し
、
側
面
は
割
れ
て
い
る
。
「百
東
」
は
量
と
し
て

は
非
常
に
多
い
。
９
は
上
部
に
面
取
り
を
し
、
両
側
面
は
割
ら
れ
て
い
る
。
下

半
部
は
二
次
的
に
削
ら
れ
て
い
る
。
「十
」
の
上
の
文
字
は

「申
」
あ
る
い
は

「中
」
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
い
は
両
側
面
が
二
次
的
に
削
ら
れ
、
下
半

部
は
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
木
簡
の
原
形
は
不
明
で
あ
る
。
①
は
横
材
の
木
簡

で
あ
る
。
針
な
ど
の
先
端
の
鋭
い
も
の
で
、
幅
約
二
銀
の
刻
界
を
木
目
と
直
交

す
る
方
向
に
刻
む
。
木
日
か
ら
見
て
上

・
左
右
側
面
を
二
次
的
に
削
り
、
下
端

は
欠
損
し
て
い
る
。

伴
出
し
た
物
差
は
、
間
隔
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
両
面
に
約
五
分

（
一
・

五
伽
）
間
隔
で
日
盛
り
を
墨
書
す
る
。

墨
痕
が
濃
く
遺
存
し
て
い
る
木
簡
の
多
く
は
、
細
分
さ
れ
文
章
の
全
体
が
把

握
で
き
な
い
。
意
図
的
に
木
簡
を
細
分
し
て
廃
棄
し
た
と
推
測
で
き
る
。

な
お
木
簡
の
釈
読
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
舘
野
和
己
氏

・
渡
辺
晃

宏
氏

・
山
下
信

一
郎
氏

・
吉
川
聡
氏
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

荒
井
　
隆

『市
内
遺
跡
調
査
槻
報
Ｘ
』
（高
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
報
四
二

二
〇
〇
〇
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（荒
井
　
隆
・
岡
田
一
広
）

た

ら
い

の

あ
か
う
ら

宮囲

・手
洗
野
赤
浦
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
｛昌
山
県
高
岡
市
国
吉

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
五
月
―

一
〇
月

３
　
発
堀
機
関
　
　
①
富
山
県
文
化
振
興
財
団
坦
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
越
前
慎
子

・
深
堀
　
茜

・
町
田
賢

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
四
世
紀
―

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
富
山
県
西
部
の
高
岡
市
に
あ
り
、
西
側
を
西
山
丘
陵
、
東
側
を
小
矢

部
川
に
挟
ま
れ
た
氾
濫
平
野
に
位
置
す
る
。
標
高
は
約
六
ｍ
を
測
る
。
現
況
は

水
田
で
、
能
越
自
動
車
道
建
設

に
先
立
ち
調
査
を
行
な
っ
た
。

調
査
の
結
果
、
上

・
下
三
面

ａ

ず
れ
も
中
世
）
の
文
化
層

を
検
出
し
た
。
主
な
遺
構
は
、

上
層
で
は
桁
行
三
間
×
梁
間
二

動

間
の
掘
立
柱
建
物

・
上
部
が
石

石

組
み
で
下
部
が
曲
物
か
ら
な
る

く

井
戸

・
畠
の
さ
く
状
遺
構

・
土



坑
が
あ
る
。
下
層
で
は
区
画
溝
に
囲
ま
れ
た
掘
立
柱
建
物

・
道
路
の
側
溝
と
考

え
ら
れ
る
南
北
に
走
る
溝

・
石
組
み
井
戸

・
木
組
み
井
戸

・
曲
物
積
み
上
げ
井

戸

・
自
然
流
路
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
区
画
溝
の
付
近
か
ら
は
、
ロ
ク
ロ
成
形

の
中
世
土
師
器
約
三
〇
個
が
ま
と
ま
っ
て
出
上
し
て
お
り
、
祭
祀
性
が
窺
え
る
。

こ
の
他
に
遺
構
の
時
期
と
は
異
な
る
が
、
安
政
年
間
の
飛
越
地
震
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
る
北
陸
地
方
随

一
の
規
模
の
噴
砂
を
検
出
し
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
下
層
の
曲
物
積
み
上
げ
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
五
人
の
掘
形

か
ら
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ

一
五
人
は
、
調
査
区
の
ほ
ぼ
中
央
の
区
画
溝
に
囲

ま
れ
た
部
分
に
あ
り
、
掘
立
柱
建
物
に
伴
う
井
戸
と
考
え
ら
れ
る
。
直
径
約

二

。
一
ｍ
の
ほ
ぼ
円
形
の
掘
形
を
も
ち
、
そ
の
中
央
に
曲
物
を
三
段
に
積
み
上

げ
て
い
る
。
曲
物
枠
は
直
径
五
〇
ｃｍ
深
さ
約
七
〇
∽
を
測
る
。
遺
物
は
木
簡
の

他
に
、
曲
物
内
か
ら
珠
洲
奏
の
胴
部
破
片

・
漆
器
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

（符
篠
）
急

々
如
律
令
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（夢
×
］受
∞
懇

上
部
を
欠
損
し
、
下
端
を
刀
子
な
ど
で
削
り
尖
ら
せ
た
呪
符
木
簡
で
あ
る
。

厚
さ
は
ほ
ぼ

一
定
だ
が
、
下
端
は
削
り
尖
ら
せ
て
い
る
た
め
薄
く
な
っ
て
い
る
。

呪
句
の
判
読
は
難
し
い
が
、
悪
霊
撃
退
の
意
味
を
持
つ

「急
々
如
律
令
」
の
他

は
、
恐
ら
く
符
繰
の
記
号
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
呪
符
は
、
掘
形
で
は
あ
る
が

井
戸
内
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
井
戸
の
祭
祀
に
関
わ
る
用
途
が
考
え

ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

①
富
山
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

『埋
蔵
文
化
財
調
査
概

要
　
平
成

一
一
年
度
』
０
一〇
〇
〇
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（町
田
賢
こ




